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第1表 労使協議制の目的の変化
項 目
調
生産性 の向上
企業 の発展
企業 の 円滑 な運営
合 理 化
労使 の意 思疎 通
労組 の経 営 参加
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紛争 予防
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協約の履 行 運営
苦情 処理
そ の 他
計
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②15.8
④11.2
*
⑥3.8
⑦8.8
⑳'3.1
①17.7
⑧5.3
⑤10.3
③12.9
⑤10.3
⑪.0.5
ホ ゆ
(419)
1975年
設 置 目 的
⑤10.0
④10.9
③16.6
零
①23.2
⑨2.5
事
象.
⑦5.2
②20.6
⑥5.3
③3.9
⑩1.8
(536)
運 用 上 の 効
果(会 社 側)
④.8.5
⑦2.7
②23.0
■
①34.6
⑥2.0
■・
零
⑤7.7
③16.0
⑥2.0
⑥3.3
⑩0.2
(398)
(注)1.1951年調査・… 労働省労働統計調査部 「労働協約全書」1954年238ペー ジよ り作成
(調査対象:1,075協約,調 査時点1951年1～6月)。
2.1975年調査… ・日本生産性本部労使協議制常任委員会 「前掲 報告書」72ページお よび
81ペー ジよ り作成。
3..*…・調査項 目な し,**… ・「規定な し」 を含むので本妻作成 にあた り,計 算の対象
としなかった。
4.0の 中の数字は順位,()の 中の数字は実数。
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67「 経営参加」の最近の傾向と本質
第2表 労 使協議制の付議霧項 ・度合い
度合
分 項 目 調査年次
類
・経
常
的
事
項
生
産
的
事
項
入
事
的
事
項
社審
会
的項
労件
働事
条項
そ
の
他
人事
事
的項
経 営.方 針
生産.事務の合理化
会 社 の 業 績
経 理
職制機構の改廃
職 務 分 析
生 産 計 鴎
設 備 計 画
新機械 ・技術の導入
生'産性 の 測 定
提案 事由 の処理
人 事 基 本 方 針
人.纂異 動 基 準
.教育'訓 練計 画
安 全 箱 生
福 利 厚 生
賃 金制 度(体系)
労働時間 ・休 日等
分㈱ ・瑚
苦 情 処 理
就業 規則改廃
勤 務態様 の改 善
配転 ・一時帰休 ・
人 員 整 理
協 議 決 定
A
O.8
7.7
0。5
0.6
14.4
5,9
3.8
2.5
3.5
7.7
18.6
16.5
13。7
4.9
23.6
26.7
74.0
69.6
5L8
40.4
x
x
B
x
9.1
x
3.7
×
0.7
3.7
14.5
1.6
8.9
2.0
25.1
34。2
7Q.4
7S.6
3.1
47,5
5.7
×
x
C
8.1
7.6
3.?
1.1
0.5
2.6
1.3
3.0
5.6
12.3
17.2
73.?
62.7
3L3
38.9
25.6
X
.1)
0.4
3.3
7.2
4.7
3.2
0.4
0。6
0.2
0。6
4.4
6.5
.G
。8
10.4
11.2
66.4
69.9
68。4
36.4
36.0
27.9
42.5
.・協 議
A
5.5
44.2
3.3
6.O
S8・Q
37.6
2L8
21.B
2L5
29.0
25.5
29.0
36.3
蹴.G
55.5
54.9
22.7
26.8
40.1
43.1
X
x
B
5.O
x
2。8
2.9
9.1
×
10.O
×
11.3
8.8
8.4
16.2
15.7
9.5
33.3
33.2
11.6
7.6
4.蔓
23.1
15.8
X
×
C
4.4
45.4
1.6
3.4
24.4
27.9
9.1
8.⑰
9.5
15.O
l4.1
23.2
28.2
12.2
69.0
66.2
16.8
24.9
48.1
31.9
48,3
×
D
.5・3
34・9
1.7
2.3
26.7
20.6
14・3
8.7
9.8
15。6
11.7
2.5
ZL8
17β
61.1
69.5
22.4
19.9
27。5
41.1
35.8
41.0
37.1
通 知 説 明
A
90A
43。9
9L3
85.0
43.9
38.0
66。9
69.5
64.9
46.2
28.2
47.6
42。Q
59.2
4.2
14.1
2.9
互層ユ
L9
正2。2
X
×
B.重 曜
54.5(30.6)
X
19。8(70.4)
19●1(68・0)
41.8(29◎4)
x
46・4(17.9》
X
35●4(2….9)
13.4(24.の
5。2(1ぎ.4)
38・1(1667)
3L4(1789)
31。4(17.7)
17.9(3。7)
1?.3(3.2)
'0
。8(2.9)
196(1.2)
0●4(0.5)
13D2(3。0)
2.更(1.4)
X
X
C
86.2
38.9
89。6
77.1
62.2
2L3
72.2
72.6
64.9
44.4
33・6
49.4
4L8
55.5
14.4
.13.0
2.2
1.2
3.1
13.5
1L4
X
D
84.5
52.3
97.5
77.8
58.?
23.9
66。9
70.1
61.6
38.4
29.1
5.6
38.7
44.3
董8.4
14。1
0.6
0.6
3.6
11.8
12.4
6。2
その他'該当なし
A
3.4
4.2
4。9
8。5
3.7
18.5
7.4
6.2
10議
17.2
x,7
7.0
8.0
11.8
6.7
4.3
0.2
2.4
6.!
4.3
×
x
B・C
9.9
x
6.0
10.0
10.6
x
22.0
×
30.7
49.4
58.5
27.4
26.1
39.4
20.0
12.i
23。2
19.3
31.8
25.9
鉱3
×
X
9。4
7.6
8.8
13。5
5.8
47」
17.6
19.4
艶.0
37.9
51.0
24。4
24.4
32.3
4.3
3.6
7.3
11.2
17.5
15.7
14.7
X
D
9.8
9.5
10.δ
19.9
7.4
SOt8
18,6
20,8
28,0
45.8
58.6
27.5
29.0
37.9
7.1
5.2
IO.6
10.2
13.5
18.9
16.4
玉8,7
14.2
(注)■A●轟 篶 鱗
,繋職 制常任委員会「技構 ・欄 鋤1鱗 ・糊 象㈱ 醐76・,
け ●密 謀 離 講 離 任委殿 「労購 制の獅 と細1967年灘 対象㈱ 醐
3'e議 麟 鵯 建 議 協議灘 委員会「鋤蹴 の労使縣 」購 調 査対象㈱ 醐 凪
4・D曽'繍騰 謙 響 魏 鞍 骨ili
.「H本の轍 鮒 そ囎 ・細 ・田晩 髄 燗 有
5・ 噂漕()外 は 「$前通知 説 明」ρ()内 め 「事 後通知 説 明」 。'
6.× 印は 調査項 目 とな らなか った もの。 ,
7.幽 典,上 記A～Dよtg作 成 σ
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る は 事 な な 事 減 る 嘩 制 が い で と 方 に に
鑑識 ξ緯 省ミ礁 曇砂 翻 雛
の ぜL・ い が 準 と ② ち と れ 七 た 上 善 て 第
灘lll
糖 娘 師 監 獄 諄 露 毒聡
ll離離議
、
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策3表 ・賃 金交 渉 方式 の推 移(単 位 扮
ほ と ん ど 団 体 交 渉
協 議 の の ち 団 交.
ほ と ん ε労蚕 協 議
公 的 仲 裁 機 関
そ の 他
計
1970
43.1
26.4
22.6
7.9
100.0
く(239)・1
1971
45.f
29.2
20.6
3.1
100。0
¢77)
1972
49.8
30.9
14.0
5.3
100.O・
(240)
1973
38.0
36.・1
19.4
1.9
4;6
`100'
.0
(1216)
1974
40.1
28.0
19・7
6.4
5。8
100。0
(314)
19L75
42。5
36.3
16。3
3.6
1.3
100.0
(160)
,・(注)1.生産性労使会議調査研究部 「企業におけ る賃上げ吸収の実態」(調 査対象 ・一 ・:部上
場会社の労働組合・,調査時期 ・各年11月)。
2.「 労使の焦点」1971-76年の1月 号よ り作成。
3.'()内 の数字は組合実数,他 は組合実数にたいす る百分比。
第4表r技 術 革新 」につ いて の交 渉状 況(単 位 の
項 目.
規 制 の 度 合
設備 投資 ・他 部門へ の進 出
適 軍配置(出 向 ・配 転)
時 間 短 縮
交替 制 の導 入 ・変 更
生産=〔程の変化(機械化・自動化)
生産 工程 の 下請化
要 員 削 減
職場 の拡 大(多 能工化)
協 議 決 定
協約
1.8'
.16.3
52.0
44.4
2.8
2.9
24.5
2.2
慣行
1.8
6.5
39.1
31.6
3.7
5.7
ロ
14.1
6.5
経 営 権 事 項
協 議
協 約
6。4
10.6
1.6
3.4
3.7
L1
3.4
1.1
、慣 行
8.3
17.9
4.1
9.4
15.9
13.8
18。8
19.6
意 見
聴 取 ぎ
20.2
30.0
2.4
8.6
16.9
18.4
15.8
30.4
事 後
報告*
55.1
14.7
2.6
「47
.7
44.8
18.4
27。2
その他
*
6.4
4.0
0.8
9。3
11.5
4.4
13.0
(注)1.生産性労使会議 ・調査研究部 「技術革新は企業をεう変えたか」,調 査時期,1971年7月～
8月,調 査対象(有 効回答)286。
2.「労使 の焦点」1971年9月号より算出の うえ作成。
3.*「協約上」 「慣行上」 の両者 を含む。
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灘 以籏黙 惣 噂 黙 薮 以舗
羅lll顯籍 叢 雑.熱一1
響欝 欝1撫醗
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灘 灘1戴
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制 働 い 体 、二'な さ 示 体 つ 遺 嘱に お ・営
11細 い 交 四 労 回 れ さ 交 て と よ い'業
資 合 う 渉 ・ 使 体 て れ 渉'い る'て.ヒ
本 の る と 五 協 交 い て 以 そ う 労 後.・ の
の 発 こ 区 パ 議 渉 る い 外 の 実 使 ・退 秘
支 言 と 別1制 機 と る 、の た 態 協 し 密
配 権 で さ セ と 能 い し 機 め か 議 て.・L.
体 の あ れ ン 団 の う"関 の ら 制 ・い 「
制 後 る㈲ た ト 体 形 こ ま で.団'事.る 企
11退 。 一 × 交 骸 と た お 体 と 項 。'葉
群 藪鍵 羅 璽擁 織1讐
的 使L馨 の び さ に れ ・ 考 に で の
経 協 の 渉 区 あ れ よ た 労 え 起'原
営 力 労 の 別 っ て れ 職 使 ら 因 こ 則
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第5表 イギ リスにおけ る労 働 者の,決定 へ の介入(%)..
増 資
利 益 の£分
業 務 の下請化
作業'研究 の導入
新作業 方法の導 入
人員 整理
就 業規 則違反 の解 雇
欠勤対 策の設定
賃 金 支払方法 の変化
就 業規 則 の改正
労 働 者
専 決
0
0
0
0.9
0
0
0.2
0.3
3。5
0.5
団体交渉
0
0
1.'8
32.4
23.5
10.5
4.2
17.3
47.5
25.6
団 交(但 し
同意 不 成 立
の 場 合 は 経
営 者 専 決)
0
0
0.8
4.6
4.3
12.8
8.8
10。5
3.5
9.1
協 議
0.8
0.3
16.0
30.5
47.2
32.7
23.3
33.7
27.0
34.5
経 営 者
専 決
99.2
99.7
81.4
31.6
24。9
44。1
63.7
38.2
18.4
30.3
R.O.CIarkeandOthers;Workers,ParticipationManagementin
Britain,1972より
原本では%と 実数 とが必ず しも対 応 してい ないの で,こ こでは 実数 をも とに して,%の
修 正 を行なった ・
七 年 ら か て(理 が まi場 降 に 機 殊
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塩 響 嬉 讐 姦 賎 互 募 ジそ 与 ぞ 窪 嬰 当 多 重
雫石 一 霞 舎 耳設 嘉 震 蕩 柔落 勢'架線 奪 ・早・蔓
イ 制 い も 場 噛め 協 議 心 後 て も を の の の
ツ に で つ に て 議 制 に 割 い'画 ・な 力 事
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吉冨 鍔 籟 簸 臓 黙
綾 爺 籔 講 親 娯 套灘
1芝・郵 綴 蓋鵜 燵 穀 種
麹1講無 難
と い を ・ パ さ の 交o場 ル か 労 近 一
り て も 労 に い 侵 沙 蚕 で け 使 の 九
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(』 同 一 化 霊 六 る と 会 と は て め 全 態 営
1藤縄 霧 纂lll韓
ll灘離
離灘1議
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七 一 二 五 業 一 締 過 参 機 法 金 ト を 関
議挙銭窪悪縁霧馨撃竪嬰糎肇裏静掻墓耀 矯 矯 裂離
②抑 馳 鞍 覆
鎌 継 莞蘂籔 鼻蔽 濃 霧1露
磐 薦 票 都 ぞ得業婁荏綾羅尿毒量
1趨重縫 鴇 纏 纂⑰難 魏 灘
1蕪雑雛1
ち蝉 紹 順 薄墨と%添 享雪ぎ補 壁
織1縫霧 爆 縮1
罎 レこ奮 φ 墾 三 諺 繕 挺 銀 姦 磐 讐 客
ll縫灘 重
い 一 分 九 一 炭 制 当 化 一 最 決 れ ヤ 状
る 九 の 五 九 産 に 取 の 図 高 定 て フ 況
、
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第1図'∫ 西 ドイツ の労働 者重役 制(監 査役 会)の 構 成
D「 ・95・年期 決定法」 モデル( .11名の鵬)
灘 一・圃 一国 一圃 一難 畿
'
ll)「1952年 経 営構成法」 モデル(9名 の場 合)
出 資 者 代 表6名 従業員代表2名 労組推薦1名
「べ'で
皿)ビ ーデ ソ コ ッ プ フ ・モ デ ル(12名 の 場 合)
出資者代表6名 労働者代表4名
内,1～2名 は労組
代表,他 は従業員代
表
その他の者2名
IV)「1976年拡大共同決定法」モデル(12名 の場合)
出資者代琴6名 従業員代表4名
うち最低1名は
管理職員代表
労組代表2名
注)い ずれのモデルの場合も,監 査役会の構成人員総数は企業規模によって
異なっている。
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